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序本研究の内容

　学習指導要領に示されているように、今口、子ども達を取り巻く社会にはめざましい変化が見られ、豊

かな人間性を育むべき時期の教育にさまざまな課題がある。そのような中、これからの学校教育のあり方

として「生きる力」の育成を基本に、豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる日本人としての自覚、自

ら学び考える力、個性を生かす教育などがねらいとされている。

　「生きる力」と関係する「豊かな人間性とたくましい体をはぐくむための教育」は、今日の学校体育に

求められている重要な課題でもあり、体育・スポーツ教育による「感性教育」と関係している。

　「感性」教育とは、価値あるものを感覚により実感する能力の教育であり、理性と感性の融合における

人間性の回復の理念としてとらえられる。これらは歴史的にも体育の課題として扱われてきた。

　20世紀の初頭、ポーデは「生命現象としてのリズム」を根拠に、「人間はリズミカルな動きによって理

性の偏りから解放され得る」とし、リズム体操を確立し、こころとからだの解放に効果をあげた。ヨーロ

ッパでは、機械化された社会で、知的教育が重視され、人間の心や自然な運動が著しく抑圧されていたの

で、「体操」によって、人間本来の姿を取り戻し、自然な動きを呼び戻そうという運動が起きた。それまで

スウェーデン式体操やシュピースのドイツ式体操による、人為的・形式的な運動が行われていたのに対し

て、「こころとからだの解放」のための全身的・自然的な動きの必要性が唱えられたのである。

　また当時、リズム教育の必要性がデルサルト、メンゼンディーク、カルマイエル、ドメニー、ダルクロ

ーズ、ポーデ、ラバン、ウィグマン等によって音楽、舞踊、体操それぞれの立場から唱えられ研究が進め

られた。

　中でもドイツのボーデは「生命現象としてのリズム」を根拠に、「人間はリズミカルな動きによって理性

の偏りから解放され得る」とし、新しい体操を確立した。ポーデは、運動のリズムを単に時間的な分節の

繰り返しではなく、緊張と解緊の流れるような交替に特徴があるとし、その運動過程を研究した。更に、

生活やこころのひずみは、運動経験を阻害し潜在的な能力をも抑圧する。このひずみを解消するのが、生

の哲学に基づいたリズミカルな動きだとした。ポーデはクラーゲスとの討論を経て、このような理論を深

め、リズミカルな自然な動きの教育としてのリズム体操を確立した。メダウをはじめとする後継者達によ

って更に発展し今日に至っている。音楽と一体化して心から生き生きと楽しく動く「リズム体操」は、生

涯体育として心身の健康に成果を上げているe

　このように、「音楽と動きとが統一したリズミカル・ムーブメント」は、豊かな人間性を育む感性教育に

大いに貢献すると考える。

本研究が対象とするリズミカル・ムーブメントは「リズミカルな全身的動きを中核としたリズム体操」で

ある。これは「人間を生命体・有機体としてとらえ、内面から生ずる運動の衝動を自然的・全身的にリズ

ミカルな動きに表すこと」を目的とした身体運動である。

　本研究では、感性教育をめざしたリズミカル・ムーブメント（リズム体操）に焦点を当て、「体育・音楽・

芸術の立場からの感性教育の理論的背景」を押さえ、「運動プログラムと音楽を作成」し、指導実践により

感性教育への効果を実証しつつ、より効果的なrリズミカル・ムーブメント・プログラム」を提供する。

具体的には以下の通りである。

1．感性教育におけるリズミカル・ムーブメントの意義をとらえる。

2．音楽とリズミカルな動きとの関係を、体育・音楽・芸術的立場から理論的・実験的にとらえる

3．リズミカル・ムーブメント・プログラム実施による感性的変容の評価・測定方法について、提案する。

4．感性的認識は直感に現れ創造性を生むという前提のもとに、画像による「動きの観察力」を調査する。

5．リズミカル・ムーブメント・プログラムを提供し、指導実践により、感性教育としての効果と特性を

明らかにする。

　本報告書は最終年度にあたっての研究成果のまとめである。リズミカル・ムーブメントの感性教育とし

ての意義、体育・音楽・芸術との連携の可能性、感性的変容の評価・測定方法が明らかになり、またリズ

ミカルな全身的動きを中核とした体操プログラムを提供し実施評価することができた。今後の研究の出発

点として新たな一歩を踏み出したい。
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　研究分担は、表に示したとおりである。内外の体操、芸術、音楽、体育哲学、運動生理、運動工学を専

門とする研究分担者、および、海外研究者、工学専門家、社会体育・学校現場での指導者などの研究協力

者からなっている。

　その他、授業実践校の教職員・児童・生徒・学生の皆様、新潟県体操研究会会員、北新体育の会会員、

新潟大学滝沢研究室学生、資料分析整理担当の大橋千恵子さん・坂井シズ子さんほか多くの方から、多大

なご協九資料提供を受けたe

　この場をお借りして、協力いただいた全ての方々に感謝の意を表します。

研究分担

総括：滝沢 （新潟大学）

理捨的構築 プログラム作成・指導・評価
体育哲学：小林 ・滝沢（新潟大学） 体操：滝沢（新潟大学）小黒 （新潟青陵大学）

阿保 （東京外国語大学） 坂下（熊本大学）菅家 （福島大学）

音楽：伊野・田中・森下（新潟大学） （把ニエミネン｝
芸術：近藤（新潟大学） 音楽：伊野・田中・森下 （新潟大）

芸術：近藤（新潟大学）

プログラム作成・指導実践：研究協力者

｛難鰯灘賭
（大石康範）（加藤　雄志｝

（金子康太郎）　（鹿目　雅子） （齋藤　　薫）
（佐藤　　仁）　（末武　恭子） （関川　紀博）
（高山　雄一）　（瀧滞 訓）（水流真子）
（中野　隆一）　（日野　憲一） （松原　利弘）
（丸山　明生｝　（丸山　久志） （北新体育の会｝
｛新潟県体操研究会） （滝沢研究室生）

測定・ 分析
統　酔
^動観察力

：阿保：坂下 （東京外国語大学）
i熊本大学）

運動工学 ：岡本 （テー・ シー・工一）
機械工学 ：（藤滞 延行｝ （松浦史法）
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　　研究分担者：坂下　玲子
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　　研究分担者：菅家　礼子

　　研究分担者：市村　操一

（新潟大学教育人間科学部・教授）

（新潟大学教育人間科学部・教授）

（新潟大学教育人間科学部・教授）

（新潟大学教育人間科学部・教授）

（新潟大学教育人間科学部・助教授）

小林日出至郎（新潟大学教育人聞科学部・助教授）

（新潟大学教育人間科学部・助教授）

（新潟青陵大学短期大学部・幼児教育学科・教授）

（熊本大学教育学部・助教授）

（有限会社テー・シー・エー・研究開発部長）

（東京外国語大学外国語学部・教授）

（福島大学人間発達文化学類・教授）（平成16・17年度）

（東京成徳大学人文学部・教授）　　　　（平成15年度）

海外共同研究者：ピプサ・ニエミネン（ユヴァスキュラ大学・体育学部・講師）

研究協力者1猪又　悦子
研究協力者：榎本　暢子

研究協力者：大石　康範

研究協力者：大竹　繁幸

研究協力者：小野　俊巳

研究協力者1加藤　雄志

研究協力者：金子康太郎

研究協力者1鹿目　雅子
研究協力者：齋藤　　薫

研究協力者：佐藤　　仁

研究協力者：末武　恭子

研究協力者：関川　紀博

研究協力者：高山　雄一

研究協力者：瀧澤　　訓

研究協力者：水流　真子

研究協力者：中野　隆一

研究協力者：日野　憲一

研究協力者1藤澤延行
研究協力者：松浦　史法

研究協力者：松原　利弘

研究協力者：丸山　明生

研究協力者1丸山　久志

（新潟県栃尾市立秋葉中学校・教諭）

（新潟県体操研究会・リズム体操インストラクター）

（新潟県新発田市立米倉小学校・教諭）

（新潟県新発田市立五十公野小学校・教諭）

（新潟県新発田市立外ヶ輪小学校・教諭）

（新潟県五泉市立村松小学校・教諭　新潟大学大学院教育学研究

科修士課程・院生）

（新潟県新発田市立米倉小学校・教諭）

（新潟県長岡市立川崎小学校・教諭）

（新潟県新潟市立葛塚小学校・教諭）

（新潟県新発田市立五十公野小学校・教諭）

（新潟県新発田市立五十公野小学校・教諭）

（新潟県新発田市立御免町小学校・教諭）

（新潟県胎内市立中条小学校・教諭　新潟大学大学院教育学研究

科修士課程・院生）

（新潟大学教育人間科学部附属長岡小学校・教諭）

（新潟大学教育人間科学部附属新潟中学校・教諭）

（新潟県阿賀野市立水原小学校・教諭）

（新潟県五泉市立五泉東小学校・教諭）

（新潟大学自然科学系（工学）・教授））

（新潟大学大学院自然科学研究科博士課程・院生）

（新潟大学教育人間科学部附属新潟小学校・教諭）

（新潟大学教育人間科学部附属新潟中学校・教諭）

（新潟県新発田市立五十公野小学校・教諭）

研究協力者：新潟県体操研究会

研究協力者：北新体育の会
研究協力者：新潟大学教育人間科学部滝沢研究室学生・院生

研究経費

　　平成15年度
　　平成16年度
　　平成17年度
　　　　合計

5，600

5，300

3，000

13，900

千円

千円

千円

千円
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研究発表

ア．　学会誌等
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　・wwtS　EEit松浦史法藤沢延行魎三アナグリフ立体画像によるリズミカルな動きの流れ
　　可視化情報Vol．　25　No．2　pp．343～346　2005年10月

　・松浦史法　滝沢かほる　藤沢延行　リズム運動の3次元動体画像再構成法に関する研究　可視化情報

　　Vo1．　25　No．　2　pp．　347～3482005年10月

　・蝿　滝沢かほる　松浦史法　藤沢延行　i＠gz1lei　アナグリフを用いた立体画像と普通の画
　　像による動きの印象の差異可視化情報Vol．25　SuppL　No．　2　pp．　349～3522005年10月

’避≡wrzagitntt小林日出至郎感性教育のための体育学Wに関するアンケート研究
　　一リズミカル・ムーブメント・プログラムの開発を目的として　一新潟大学教育人間科学部紀
　　要第8巻第1号97～116頁2005年11月PP．・97－－116
　・　高山雄一　蓮幽　阿保雅行　旦幽至堅　リズム体操授業の学習効果　一作品の構成と単元
　　学習について一新潟体育学研究第23巻33～4e頁2005年11月
　’高山雄一　蓮』瞳　小林日出至郎　　リズム体操授業の感性教育に関わる学習効果
　　一作品の構成と単元計画について一　新潟体育学研究ag　24巻　2006年（予定）

・　日野憲一　撞漣雄ゑ　楽しみながら体力の向上を図る学校体操『東っ子体操』を取り入れた実践　新

　　潟体育学研究第24巻　2006年（予定）

　・鯉義壇麹旦史圭造撞蓬堕坂下玲子萱塾王　リズミカル・ムーブメントにおけ
　　る音楽と動きの研究　～音楽構成の理解と動きの変容との関係性～　新潟大学教育人間科学部紀要第
　　7巻第1号　2004　tqi　10月

・⌒　魎£　遁⌒　リズム体操授業における音楽学習の方法論　1　新潟大学教育人
　　間科学部紀要　第8巻第2号　2006年2月pp．193－204
・坦野義笹　高山雄一　リズム体操授業における音楽学習の方法論II　新潟大学教育人間科学部紀要

　　第8巻第2号　2006年2月　pp．205～213
・遁蓮ヱ王王　撞⌒　伊藤純子　芸術教育の連携　一音楽・身体表現・絵画一　大学美術教育学会

　　誌　　　　第38一号PP．169－1762006年3月

・丸山久志　滝沢かほる　末武恭子　佐藤仁　リズム体操　一作品提示型の授業実践報告一　新潟大学
　　教育人間科学部附属教育実践総合センター一…L研究紀要　第5号　O～O頁　2006年（予定）

・大石康範魅嵐　丸山久志　低学年向けのリズム体操の授業実践報告　新潟大学教育人間科学
　部附属教育実践総合センター研究紀要　第5号　○～O頁　2006年（予定）

・mPhi　gki　ピプサ・ニエミネン　ヴァイノ・ヴァルスタラ　坂下玲子　教員養成大学における体育科

　　学生の指導技能の自己評価　一新潟大学と熊本大学を中心に一　新潟大学教育人聞科学部附属教育実

　践総合センター研究紀要　　第4号　　pp．93－982005

・麺撞⊇　リズミカル・ムーブメントにおける美的体験についての検討　熊本大学教育学
　部紀要　第54号　pp．　157　一一　1632005年11月

’ヱ　大谷武一の体操論とその影響についての一考察　九州体育・スポーツ学研究
　第18巻第1号　　pp．1－6　　2004

・LL＞ill1SW　佐藤朗子　リズム体操の学習体験に関する仮説モデルの構築　新潟青陵大学短期大学部

　研究報告　第34号　P．1～122004年5月
・竺E　佐藤朗子　リズム体操の学習体験を構成する要素間の関連　新潟県体育学研究第24巻
　2006年　（予定）

・患置義遵　ことばから始める授業1一題材「にほんごは　おんがくのすてきなおかあさん（小学校1年
　生）」の実践から一・・一新潟大学教育人間科学部紀要　第6巻第1号　pp．　IO5－－126頁　2003

・趣野義遵　（他1名）　ことばから始める授業II・－pa材「ふしをつくって重ねよう（小学校3年生）

　の実践から一・＋新潟大学教育人間科学部紀要第6巻第1号　pp．127－一・138

・　岡野勉　囲義箆　　（他10名）「教員養成カリキュラムとしての1年次教育実習一新潟大学教育人間科

　学部『入門教育実習』における学びの様相」『教科教育学研究』第22集　pp．103－1162004．3

・鯉義壇典　鈴木理恵　南雲直子　梨本佳代　廣瀬綾乃　眞坂弥央子　堀井キミ子　村上市
　村上地区のわらべうた　新潟大学教育人間科学部附属教育実践総合センター研究紀要　第3号
　pp．79－－lio　　2003

・鰹劃豊　寺社の祭礼に関わる舞楽の伝承研究（報告書）天王寺舞楽伝播可能性の検証一天王寺・新潟
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県能生町白山神社・静岡県森町小國神社の太平楽（泰平楽）の三者比較　日本伝統音楽教育研究センタ

　　2003
臓埋　民俗音楽継承の要因を探る一村上市村上地区における祝祭の音楽の事例から一一民俗音楽研
究　　第30号　　pp，1－10　　2005．3

鯉獲遵　日本伝統音楽の特性を把握するための諸課題」『新潟大学教育人間科学部紀要　第8巻第1

号』平成17年9月20日　pp．87－95
醒巡　商山雄一「リズム体操授業における音楽学習の方法論n　新潟大学教育人間科学部紀要　第
8巻第2号　pp．205－213　2006．　2

魎　中央の舞楽と地方の舞楽一．s大阪天王寺舞楽と遠江小國神社・能生白山神社の太平楽｛泰平楽）

を比較して一…　雅亮会会報　2005

山崎健　杉本英夫　加名生さやか　馬場裕子　瞬時心拍変動による運動経過の記録　新潟大学教育人

間科学部紀要・自然科学編　第7巻2号　pp．　157－－1672005

山鍵　運動技術の習得課程を考え直す　たのしい体育・スポーツ　175号　　pp．8－112005

幽健　身体運動研究の動向～アフォーダンスと運動の自己組織化～　運動文化研究　22巻
pp．1－4　　2004

山崎健　スポーツ動作を知ろう　スポーツのひろば　369号　pp．16－192004

笠巻純一　杉本英夫　宮西邦夫　」雌　笠井直美　公共運動施設利用者における生活習慣病発症状

況（第2報）　新潟体育学研究　22巻　pp．13－212004
山崎健　新潟の子どもの生活の変化とスポーツ活動　にいがたの教育情報　　第74号　pp．　28　一一　33

2003

山崎健　他2名　PWC170テストによる持久的能力の推定　新潟大学教育人間科学部紀要・自然科学編

第6巻2号pp．161－1672004
山崎健　馬場裕子　ソリタラト　匝杢萱三長距離ランニング中のペース変化と瞬時心柏変動　新潟

大学教育人間科学部紀要・自然科学編　第8巻2号　pp．109－1232006
9」崎健　体力ってなあに？　たのしい体育・スポーツ　N。．186pp．20－232006

岡本芳三　滝沢かほる　止雌　鴨井新生　可視および熱マーカ・一に関する運動時の人体の識別限界

について　第31回可視化情報シンポジウム　Vo1．23　Supp1．2003　pp437－’438

住谷正夫　岡本芳三　安久正紘　滝沢かほる　」噸　坂下玲子　鴨井新生　人体の可視および赤外
線による運動計測とその解析　第32回可視化情報シンポジウム　Vol．24　Supp］．2004　pp353－356

岡本芳三　住谷正夫　安久正紘　滝沢かほる　」鯉魔健　坂下玲子　鴨井新生　運動する人体の動的特

性とその解析　第33回可視化情報シンポジウム　Vol．25　Suppl．2005　pp443－446

滝沢かほる　U，Meq1k　岡本芳三　坂下玲子　身体の運動と温度の同時計測と解析　福祉工学シンポジ

ウム　No．03－28，　8B312003　PP101－105

岡本芳三　住谷正夫　安久正紘　滝沢かほる　」噸　坂下玲子　鴨井新生　人体の可視および赤外

線による運動と温度計測とその解析　第3回福祉工学シンポジウム　Ne．04－422004　pp61－64
岡本芳三　住谷正夫　安久正紘　滝沢かほる　」」』雌　坂下玲子　鴨井新生　歩行時の人体の運動と

揺らぎ特性　福祉工学シンポジウム　2005N。．05－44　pp61－64

　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ．口　頭　発　表

・撞豊エ随小林日　至郎　感性教育のための体育学習に関するアンケー・・…Lト検討
　一リズミカル・ムーブメント・プログラムの開発を目的として　一　日本体育学会第56回

　大会　2005．11
　高山雄一　撞⌒　リズム体操授業の単元計画と作品の構成　日本体育学会第56回大会
　2005．11
　Kaoru　Takizawa，　Fuminori　Matsuura，　Nobuyuki　Fujisfiwa，　E幽，　　Flow　of　Rhythmical　Movement，

　SCIENCE　AND　ART　INTERNATIONAI－r　SYMPOSIUM　（4TH）　New　Jersey，　08．2005

・　P．　Nieminen，　V．　Varastala，　K．　Takizawa，　－AComparison　of　the　Attitudes　of　Finnish

　and　Japane＄e　Physical　Education　Students　Toward　Educational　ApProaches　to　Teaching，　AIESEP

　Lisbon，　2005

・』松浦史法　藤沢延行近藤工主≡　アナグリフ立体画像によるリズミカルな動きの流れ
　可視化情報全国講演会　2005．11

・松浦史法　滝沢かほる　藤沢延行　リズム運動の3次元動体画像再構成法に関する研究　可視化情報

　可視化情報全国講演会　2005．11

・坂下玲子　滝沢かほる　松浦史法　藤沢延行　近塵ヱ注三　アナグリフを用いた立体画像と普通の画

一5一



　像による動きの印象の差異　可視化情報全国講演会　2005．11
・高山雄一　滝　かほる　阿保雅行　小林口出至郎　リズム体操授業の学習効果　新潟県体育学会平成

　措年度大会20◎4．1◎
・高山雄一　滝　かほる　阿保雅行　小林日出至郎　感性教育に関するリズム体操授業の学習効果　一

　作品の構成と単元学習にっいて一　新潟県体育学会平成i7年度大会2005」0
・　目野憲一　滝漂かほる　楽しみながら体力の向上を図る学校体操『東っ子体操』を取り入れた実践　新

　潟県体育学会∫P成匡7年度大会2005．10
・藤崎賢二　緒方俊郎　塩村勝正　平松伸一　坂下玲子　庭木守彦　戦術学習におけるGPAI適用にDい
　ての検討一小学校球技領域の学習過程に応じたGPA　Iの具体化をめざして一　β本体育学会第54回大会

　20◎2．ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

・加藤雄志　滝’かほる　小学校における器械運動の集団演技について　一集団マットの教材価値一

　臼本体育学会第56回大会　2eo5．　il
・水流真子　蓮⌒　剣道における面打ち動作の初心者指導　日本体育学会第56回大会

　2005．11
・高山雄一一禦望巡ゑバスケットボール型ゲームにおける児童相互の言葉がけ　　日本体育学会

　第55回大会　2004．9
・塩村勝正　緒方俊郎　藤崎賢二　平松伸一　璽王挺　庭木守彦　戦術行動を学ばせるための指導の

　工夫一戦術行動の段階性とITの活用一一　日本体育学会第54回大会　2002．臼

・平松伸一　緒方俊郎　塩村勝正　藤崎賢二　蛭　庭木守彦　戦術的学習内容を明確にした授業
　過程の研究一小学校バスケットボ・一・…ル型授業において一　日本体育学会第54回大会　2002．11

・把竃義埋　地方舞楽における唱歌と身体表現に関する研ee・一能生町白山神社舞楽泰平楽・森町小國神社

　十二段舞楽太平楽を中心に一　平成14年度京都市立芸術大学H本伝統音楽研究センター委託研究

　平成14年度特別研究員・委託研究員研究発表会　2eg3．　5
・」甦灘　教員養成学部における授業と教育実践を結びつけるカリキュラム開発の現状と課題（新潟大

　学教育人間科学部学校教育課程音楽教育専修の場合）　教大協全国音楽部門大学部会第28回全国大会

　第1分科会　2003．5
・醜　日本伝統音楽の特性を把握するための諸課題　日本学校音楽教育実践学会2003．8
・醜　日本語からはじめる音楽の授業N・・…小学校1年生の題材「にほんごは、おんがくのすてきなお

　かあさん」の実践を通して一　日本音楽教育学会第34回全国大会2003．U
・鯉義盤　ステK一ヴン・G・ネルソン　山内雅子　「越天楽今様」再考一っくられた歴史と教材性一、

　胃本音楽教育学会第35回大会　2004．U，14
・麟学校教育における日本民俗音楽教育の実跣その現状を課題一音楽担当教員養成をめぐって
　日本民俗音楽学会研究会2004．　11．　18－19

・」匿蹴　小中学校9年間における日本音楽のカリキュラム試案～その骨子～　日本学校音楽教育実

　践4…会　　2005．8．19

・醜　実践を通して知る毘俗音楽のしくみ　冒本音楽教育学会第8回妙高ゼミナール分科会「一日

　本音楽を教える前に一j　2005．9．10
・遡塑篭博　鬼太鼓ワータショップ　鬼太鼓体験
・醜　日本語の持つ特性を基にした小学校音楽科のプログラム開発　第6回中日音楽比較研究国

　際学術会議湖南省湖南師範大学，2005。9．14－18
・醜　シャギリの諸相　その4：新潟の祭礼におけるシャギリ京都芸術大学自本伝統音楽研究セ

　ンター共同研究会「祇園灘子の源流に関する研究」2◎◎5ぼ◎．15
・」趣杢菱三住谷正夫　小口喜三夫　歩行時の姿勢に伴う揺らぎ特性　第13回電気学会茨城支所研究発

　表会

ウ．図　書

．TAKXZAWA、K。。。u，　Th。　th。。。y・and・m・th・d・f。・r・gy・・m・・tic・sy・t・m・a・th・・natural　m。vement　educati・n，

　G1。b、1i、i。。。。g　des　Spert・・Z・・R。11・d・・」・鋼i・ch・・u・d　d・ut・・h・n　SpPrt・issePsch・ft

螢鍵5難扶難修「運動による自己表現とは」子どものボディセンスを伸ばす馴海堂

　舞伎とオペラでの音楽とそれ以外の表現手段」132－135頁聴度や強弱に注意して運命の動機を追いか
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　けよう」140－145頁）　20e3

・高萩保治（編）　］醜　音楽学習のフロンティア　玉川大学出版部、（担当箇所「未来へつながる

　民俗音楽」149－165頁）　2003．6

・加藤富美子（編）　鯉義壇　小学校音楽教育実践指導全集　第4巻　中学年　内容の広がりと関わり
　を大切に　アカデミープロモーション　（担当箇所「（総合的な学習と音楽科のかかわり）地域や学校

　の特色に応じた課題」63－－69頁）

・伊藤俊彦堅義遵

・伊藤俊彦醜
・伊藤俊彦堅義遵
・伊藤俊彦鯉鐘壇
・伊藤俊彦鯉遜
・伊藤俊彦鯉遵壇
・　山本文茂監修

　ニチブン、pp．　11－’17

・山本文茂監修量壁義撞
　ニチブン　pp．61－－83

・　日本音楽教育学会編著

　践　　『日本音楽教育事典』音楽之友社

・三善晃　鯉墜遵　　（24名）中学音楽1
・　三善晃　便習1義遵　　（24名）中学音楽2

・　三善晃　便難　　（24名）中学音楽3

（20名）小学音楽　おんがくのおくりもの1

（20名）小学音楽　おんがくのおくりもの2

（20名）小学音楽　おんがくのおくりもの3

（20名）小学音楽　おんがくのおくりもの4

（20名）小学音楽　おんがくのおくりもの5

（20名）小学音楽　おんがくのおくりもの6

　　和楽器指導の内容　セレーノ

2004，4

　中学校各学年の評価　セレーノ

2004，4

醜（218名）　伝統音楽
　　　　　　　p．601，pp．626－627

教育出版

教育出版

教育出版

教育出版

教育出版

教育出版

2004

2004

2004

2004

2004

2004

CD－ROM版音楽科教育実践講座　理論編2

CD－ROM版音楽科教育実践講座　理論編3

　　　　　　音楽教育における意義

　　　　　　　2004．3．31

音楽のおくりもの教育出版　2005

音楽のおくりもの教育出版　2005

音楽のおくりもの教育出版　2005

H本音楽の指導　実

一7－一


